
　毎日のくらしを豊かにするのが政治の役割です。ところ
が、自公政権のもとで、物価高騰が続き、医療費や年金の
制度は改悪され、暮らしは苦しくなるばかりです。こういう
状況でも、福岡県は国いいなりの政治を続けています。もう
黙っていられません。
　アイスランドでは、ジェンダー平等が経済成長の原動力
となっていることに注目する報道が続いています。定数８７
の県議会で女性議員は7人だけ。女性の声を県政に届け
たいと決意しました。山口りつ子を再び県議会に送り出し
てください。
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県議会に送り　　

３つの仕事に
とりくませてください！

2030年までに
ジェンダー平等の福岡県に

　男女間の賃金格差をなくすこと、女性に対するあらゆる暴力の根
絶、政策・意思決定の構成を男女半々にすることなど、2030年まで
にジェンダー平等の福岡県をめざします。

学校給食を無償に　
　物価高騰への支援として、全国や福岡県で期間を区切って無償
化や負担軽減に取り組む自治体が生まれています。小中学校や県立
学校に通う全児童生徒の学校給食を無償化します。

  運行が始まった「お買い物バス」は、生活の足として好評です。県と
して、県内のコミュニティバスへの助成を増やすなど、移動の権利を
守ります。福岡市では、高齢者乗車券を、バス・電車・タクシーなどへ
年１万２千円補助しています。こうした取り組みを県全体へ広げます。
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●ご意見・ご要望をお寄せください。●日本共産党若松地区委員会
●電話 093-771-495１●〒808-0053北九州市若松区修多羅2-4-10

公共交通の充実・
高齢者交通費支援を

憲法九条の改憲許さず
東アジアに平和の枠組みを

    米軍普天間基地の「緊急時使用の機能移転」として、福岡県の
航空自衛隊築城基地で米軍用の施設建設が進められています。
築城基地が、憲法違反の集団的自衛権行使と「敵基地攻撃能
力」発動の出撃拠点にされかねませ
ん。岸田政権がすすめる築城基地の
米軍基地化に反対します。憲法九条
の改憲を許さず、東アジアのすべて
の地域を包括する平和の枠組みを
つくります。 憲法集会に参加した

山口りつ子予定候補（左から2人目）＝11月3日

山口りつ子さんに期待します
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　政治不信の今、求められることは、真実さ、弱者への愛、憲
法9条への信頼です。これらを兼ね備えている、山口りつ子さ
んが、再度県政の場で活躍できるよう応援します。

　ジェンダー平等社会実現、そして女性の貧困が広がるなか、
学校給食無償化の実現に向けて頑張ってほしいです。山口り
つ子さん、応援してます。

久好　清美

茶屋　明郎

若松区在住

　学校給食の改善や教室暖房やエアコン整備など、長い年
月をかけて実現できたのは子どもたちを思う母親の要求でし
た。今後、ますます医療や介護、保育などのケア労働者が必要
とされます。政治家は、多様な視点をもって課題にとりくみ、多
くの人に寄り添った政策を提案しなければなりません。それが
できる山口律子さんを県議会に押し上げてください。

わかまつ九条の会代表・牧師

県民アンケートに
ご協力ください
県民アンケートに
ご協力ください



山口りつ子

県政で働きたいという私の思い

紙
撤
回
を
求
め
る
署
名
活
動
に
参

加
し
、住
民
を
無
視
し
た
行
政
の

や
り
方
は
許
せ
な
い
と
訴
え
ま
し

た
。市
民
の
怒
り
と
日
本
共
産
党

北
九
州
市
議
団
の
論
戦
で
、市
は

当
初
案
を
事
実
上
撤
回
。「
区
域
区

　

北
九
州
市
が
強
引
に
進
め
よ
う
と
し
た「
区
域
区
分
」の
見
直

し
。斜
面
な
ど
に
あ
る「
市
街
化
区
域
」を
、新
た
な
建
築
物
を
建

て
ら
れ
な
い「
市
街
化
調
整
区
域
」に
変
更
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

当
初
案
で
は
建
物
で
約
１
万
８
０
０
０
棟
、人
口
は
約
３
万
５
２
０

０
人
が
対
象
と
な
る
も
の
で
し
た
。補
償
も
支
援
策
も
示
さ
れ
な

い
見
直
し
に
、「
せ
っ
か
く
新
し
く
家
を
建
て
た
の
に
」「
資
産
価
値

が
激
減
す
る
」と
市
民
の
怒
り
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、「
北
九
州
市
民
の
会
」が
呼
び
か
け
た
、「
区
域
区
分
」の
白

　県議予定候補（若松区）　県議予定候補（若松区）
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ダムによる治水から
流域治水への転換求める　
    福岡県は、たび重なる豪雨災害に見舞われてきま
した。県議会では、不要なダム建設は中止し、ダムに
よる治水ではなく河川整備やしゅんせつ、ダムの水位
を弾力的に運用するよう繰り返し求めてきました。
2017年の九州北部豪雨をはじめ、被災地には必ず
足を運び、被災者の声を県政へ届けてきました。
　2０１８年の西日本豪雨を受け、政府はダムや堤防
などハード対策から、災害危険区域の開発規制など
流域全体を対象にした「流域治水」対策をすすめるこ
とを決定し、県も方針を転換しました。

　福岡県は「ダムの次は橋」とば
かりに下関北九州道路の建設を
推進しています。通行需要は減
少する見込みであり、予定地に
は危険な小倉東断層がありま
す。必要性や採算性に疑問のあ
る下関北九州道路の建設をやめ
るよう求めてきました。 
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市民の運動で無料化された若戸大橋

九州北部豪雨の被災者から要望を聞く（左から2人目）＝２０１７年
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